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「命を守る避難の課題」	 －大阪地下街の安全対策は？－	 

主	 催	 （公益社団法人）日本地震工学会	 

	 

南海トラフ地震が発生した場合、大阪では震度 6 クラスの揺れが発生し、最悪の場合、

津波が防潮堤を越えてわが国有数の大規模地下街が浸水すると懸念されている。そこで、

本セミナーでは建築構造の専門家と大阪市の防災担当者が地下空間の構造と浸水対策を紹

介したうえで、事例報告として大阪地下街株式会社の対策と東京新宿駅周辺の産官学連携

の防災活動を紹介する。さらに、パネルディスカッションを行い、地下街の安全対策につ

いて多様な見地からの情報を提供する。	 

	 

プログラム	 13:00〜16:30	 

(1)	 主旨説明	 後藤	 洋三（日本地震工学会	 避難の研究委員会）	 

	 司会進行	 小山	 真紀（岐阜大学）	 

(2)	 特別講演	 

	 ①	 大規模地下街の構造と避難の課題	 	 谷口	 与史也（大阪市立大学）	 

	 ②	 大阪市の大規模地下空間浸水対策	 	 水野	 智雄	 （大阪市）	 

(3)	 事例報告	 

	 ①	 大阪地下街株式会社の防災対策について	 	 井下	 泰具（大阪地下街株式会社）	 

	 ②	 新宿駅周辺地域における産官学連携の防災・減災活動	 久田	 嘉章（工学院大学）	 

	 

－休憩－	 

	 

(4)	 パネルディスカッション	 

	 コーディネーター：	 生田	 英輔（大阪市立大学）	 

パネリスト：	 上記の講演者 4氏	 ＋	 廣井	 悠（名古屋大学）	 
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l 【特別講演１】	 大規模地下街の構造と避難の課題	 

講	 師	 大阪市立大学	 谷口	 与史也	 	 

	 	 工学研究科	 教授	 

大阪市立大学工学部建築学科卒業／同大学大学院工学研究科建

築学専攻前期博士課程修了／株式会社大林組／大阪市立大学大

学院工学研究科建築学専攻後期博士課程／同大学助手・助教授を

経て 2008 年 4 月より大学院工学研究科教授	 現在に至る。	 	 

専門分野：建築構造学、鋼構造、立体骨組構造	 

主な学会・社会活動：日本建築学会、国際シェル・空間構造学会

（IASS）、日本鋼構造協会、日本膜構造協会	 

	 

内	 容  大規模地下街は雨のかからない便利な通路というよりは、都市構
造そのものといっても過言でない。日ごろ何気なく利用している

地下構造が地上面や建物とどのような相対的な位置関係を成し

ているかを意識することはあるかもしれないが、災害との絶対的

な関係を意識することはない。その意味で、大阪駅前地下空間全

体の構造把握と絶対的な位置関係を明らかにすることによって、

新たに見えてくる事柄について述べる。	 
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l 【特別講演２】	 大阪市の大規模地下空間浸水対策	 

講	 師	 大阪市	 水野	 智雄	 	 

	 危機管理室防災計画担当課長	 

1994年4月大阪市役所入庁	 交通局／計画調整局（現	 都市計画局）

／危機管理室勤務をへて 2014 年 4 月より危機管理室防災計画担

当課長	 現在に至る。	 

	 

内	 容  大阪駅周辺地区などでは、地下街・地下道、地下駅、ビルの地下
階が接続した、全国有数の大規模地下空間ネットワークを形成し

ています。平常時は、安全性、利便性が確保された公共通路等と

して利用されていますが、豪雨や津波による浸水などの災害リス

クを有しており、日頃から、管理者において、災害リスクや課題

の共通認識を図り、連携して対策を実施する必要があります。	 

そこで大阪市では、行政機関、地下街管理者、鉄道会社、関係

ビル会社で構成する『大阪市地下空間浸水対策協議会』を平成 26

年 3 月 18 日に設置しました。協議会では、浸水対策（避難対策

及び止水対策）のガイドラインの作成及び連携した避難訓練の実

施など、大規模地下空間における実効性のある浸水対策の促進を

図っています。今回は、その概要をお話します。	 
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l 【事例報告１】	 大阪地下街株式会社の防災対策について	 

講	 師	 大阪地下街株式会社	 井下	 泰具	 	 	 

	 理事兼施設部長	 

	 1981 年 4月大阪市役所入庁／2010 年 4月より大阪地下街株式会社	 

現在に至る。	 

	 

内	 容  地下街は、不特定多数の人が利用する限定された閉鎖空間で火災
や大規模地震等の災害が発生した場合、避難が困難となる恐れが

あるため、大阪地下街株式会社では常日頃から防災設備や資機材

の整備および自衛消防体制の強化を図るとともに、年間を通じて

定期的に訓練を実施して安全確保に万全の努力を図っています。

今回は、その中から、津波や河川氾濫、内水氾濫による浸水対策

について報告します。	 
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■各地下街の位置 ■各地下街の建設時期 

2 
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3 

■施設所在地及び改修履歴 

所在地 大阪市北区小松原町梅田地下街 

開業年次 

リニューアル 

■建設経緯 

○ 谷町線東梅田駅の建設に合わせ既設地下道・隣
接　ビルと接続　地下鉄車路上部に地下街を建設 
□ 期:新御堂筋建設にあわせ新御堂筋の地下横断通路 
として高架橋と一体整備　 
○地域の賑わい創出、治安向上のため店舗を付設 

•  地上の出入口が２６箇所、ビルの接続口は２６箇所、地下鉄への接続口が３か所ある 

1
2

3

4 
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〈Ｂ1Ｆ〉 

■施設概要 

■地下街の利用形態 

〈Ｂ2Ｆ〉 

〈Ｂ2Ｆ〉 

〈Ｂ2Ｆ〉 

〈Ｂ2Ｆ〉 〈ＭＢ1Ｆ〉 

延べ床面積 

営業面積 

店舗数 

一日推定来街者数 

•  店舗　 
•  日推定来街者数は約 万人であるが、多くの利用者が通行目的であると考えられる 
•  主要な設備は、Ｂ２階の設備室に配置している 

：店舗 

：通路 

：設備 

：従業員休憩 
　施設等 
：トイレ 

5 

○大阪駅周辺地区では、JR大阪駅　
南側を中心に地下歩行者ネット
ワークの利用率が高く、主要断面
では80％以上が地下を利用 
 

出典:梅田地区歩行者ネットワーク検討会資料（Ｈ19.3） 

大阪駅周辺地域の歩行者流動パターン（18時台） 

Ａ断面 

Ｂ断面 

Ｃ断面 

Ｄ断面 

【主要断面における歩行者の地下利用比率】 
単位：千人/時 

13.4 2.1 15.5 86.5%

15.0 4.6 19.6 76.5%

25.3 2.7 28.0 90.4% 

7.1 1.7 8.8 80.7%

2001年～2003年各種データ 
：ホワイティうめだ 

6 
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7 大大阪駅周辺の浸水予測　内水氾濫 

1.0m

 150mm-1hr 

8 大阪駅周辺の浸水予測　淀川河川氾濫　津波 
 

5.0m 30 1.9m 1 50

7 8k
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・大阪市の防火・防災管理指導規程に基づき、指定地下街ごとに地下街に接続する核施設の代表等も含めて、総合共同防火・
防災管理協議会を設置している。大阪駅前には３つの協議会がある。 

・その他に指定地下街ではないが、２つの協議会があり、全体で５つの協議会があるが、協議会相互の連携は無い。 

①総合共同防火・防災管理協議会の設置及び運用に関すること 

②総合共同防火・防災管理協議会の代表者の選任に関すること 

③地下道等の取合い箇所の防火シャッターの開閉及びその案内ならびに避難誘導に関すること 

④災害発生時の各防火・防災管理対象物相互の連絡ならびに消火及び避難誘導、その他の応援協力に関すること 

⑤総合的な水害対策に関すること 

⑥その他の総合共同防火・防災管理に関すること 

◆総合共同防火・防災管理協議会の協議事項 

JR

西梅田地区 

◆各協議会のエリア 

大阪駅前地区 

大阪駅前 
ダイヤモンド地区 

東梅田地区 

堂島地区 

  

ABC-MART   

 AD  

  

  

  

OS   

  

  

  

◆東梅田地区ではホワイティうめだと地階が直接
面している20施設で構成 ※大阪駅南側には４つの総合共同防火・防災協議

会と 
　西梅田地区地下道管理協議会がある 

9 

20

(

21 

10 
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11 自自衛水防組織の任務 
 

12 内水浸水の状況 

降雨開始
25分後に
道路冠水
が始まる 

道路冠水後35分
で水位が出入口
高を超える 

降雨開始後60分で水位が
出入口高を超える 

降雨開始
35分後に
道路冠水
が始まる 

道路冠水後10分
で水位が出入口
高を超える 

降雨開始後45分で
水位が出入口高を
超える 

150mm-1hr

 

降雨終了後も引き続
き浸水が続く 

降雨終了後も引き続
き浸水が続く 
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13 内内水浸水に対する止水措置 

50mm/
hr   

j

 

14 早期に流入が予測される出入口 
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15 ホホワイティうめだ　止水板配置状況 

16 ホワイティうめだ　街内止水板配置状況 
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17 淀淀川河川氾濫、津波浸水への対応 

 
 
•  60cm

 
•   
 

•  30  
•  1 50

 
•  5.0m

1.9m 
 
• 

 

• 

18 淀川河川氾濫、津波浸水に対する避難誘導計画 
大阪駅周辺が浸水するまでに近くのビルの上層階へ避難する 

 
3

 
2

 
2

 

  
2 2

  

    

2
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19 津津波浸水時の街内放送・現地案内例 

  

平成23年　  

調査時間：10～22時(12時間) 

平日の歩行者通行数 

休日の歩行者通行数 

歩行者通行数の表し方 

５万人 10万人 

•  断面歩行者交通量は、断面
が 万人を超えている。

また、上記断面付近では地下
鉄東梅田駅からの流入も想定
する必要がある。 

•  街内の滞留者数はエリアごと
に差がある。 

ホワイティうめだ 20 
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21 

大阪地下街（株）では、毎年、定期的に防災訓練を実施している 

1 /

1 /

1 /

2 /

2 /

総総合訓練の様子 

22 

大阪地下街では、地震・津波発生時のテナント従業員の行動要領を定め、テナント内
に掲出するようお願いしている 

25 2
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l 【事例報告２】	 新宿駅周辺地域における産官学連携の防災・減災活動	 

講	 師	 工学院大学	 久田	 嘉章	 	 

建築学部	 まちづくり学科	 教授	 

	 早稲田大学理工学部建築学科・卒業／同大学大学院理工学研究

科・修了／同大学・工学博士／早稲田大学工学部建築学科・研究

助手／南カルフォルニア大学地球科学科・研究助手／1995 年より

工学院大学建築学科・専任講師・助教授を経て現在に至る	 

	 専門分野:	 地震工学、構造工学、地震防災	 

主な学会・社会活動：日本建築学会、日本地震工学会理事、文部

科学省	 地震調査研究推進本部・調査観測計画部会委員、気象

庁・長周期地震動に関する情報のあり方検討会・長周期地震動予

測技術検討 WG・主査、消防科学総合センター・スプリンクラー設

備等の耐震措置に関する調査検討会委員、新宿区防災会議専門委

員、新宿駅周辺防災対策協議会副座長	 

	 

内	 容  20 年前の阪神・淡路大震災では、都市直下の大地震による同時多
発災害の過酷な状況と、地域連携による防災・減災活動の重要性

を学んだ。今後、首都直下地震や南海トラフ巨大地震などに備え、

巨大な昼間人口を抱える都市の大規模ターミナル駅周辺地域な

どの中心市街地でも、事業者による自助に加えて地域連携による

対策が必須である。本報告では過去の震災からの教訓を振り返り、

世界最大の乗降客数を有する新宿駅周辺地域における超高層ビ

ルやエリア防災による災害抑止と、災害の発生を前提とした対応

力向上の取り組み「新宿モデル」を紹介する。	 
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l パネルディスカッション	 

コーディネーター	 	 

	 大阪市立大学	 生田	 英輔	 	 

	 大学院生活科学研究科	 講師	 

大阪市立大学生活科学部生活環境学科卒業／同大学大学院生活科

学研究科前期博士課程修了／同後期博士課程修了／同研究科助

手・助教を経て 2013 年 4 月より講師	 現在に至る。	 

	 専門分野:	 居住安全工学・コミュニティ防災	 

主な学会・社会活動：地域安全学会、日本家政学会、大阪市防災

会議・専門委員、大阪市住吉区防災専門会議・委員長など	 

	 

パネリスト	 	 

	 名古屋大学	 廣井	 悠	 

	 減災連携研究センター	 准教授	 

東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻・博士課程中退／東京

大学大学院工学系研究科都市工学専攻・特任助教を経て 2012 年 4

月より現職。	 

	 専門分野：都市防災	 

主な学会・社会活動：東京都中央区帰宅困難者支援施設運営協議

会・座長、名古屋市都市再生安全確保	 計画策定に向けた検討会・

委員、名古屋市地震対策・専門委員、大阪市防災会議	 ・専門委

員、東京消防庁火災予防審議会・委員、東京消防庁事業所におけ

る帰宅	 困難者対策検討部会・副部会長、国土交通省地下街安心

避難対策検討委員会・	 委員など	 
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名古屋大学准教授 廣井 悠

2015年6月5日(金) 

震災対策技術展

【廣井話題提供】

Laboratory of Urban Risk Management Plan
Nagoya University

話題提供の趣旨

2

大規模災害時に地下街

とその周辺はどのような

状況になるだろうか？
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大規模災害時の都心部と地下街

�都市平面の状況
• 多数の建物の倒壊

• 同時多発火災の発生

• 道路の被害・不通

• 膨大な救急ニーズ

• 電気・ガス・水道の停止

• 電話・携帯電話の不通

• (名古屋・大阪は)津波
• 大渋滞

3

�地下街の状況
• 揺れによる被害

• 火災による被害

(設備損傷)
• 津波による被害

• 大渋滞

震度6強や7のときに滞留者が引き起こす災害

�大量の滞留者が引き起こす「最悪ケース」

1. 滞留に失敗し，大量の徒歩帰宅者で大渋滞，2001年明石歩道橋のような集団転倒が発生

2. 滞留に失敗し，災害情報も得られず，大量の徒歩帰宅者が大規模火災発生地域へ突入

3. 滞留に失敗し，余震で建物倒壊や外壁が落下，これを避けきれず徒歩帰宅者が被害

4. 滞留に失敗し，大量の帰宅者・車で大渋滞，救急/消火/救助/災害対応が大幅に遅れ

5. 滞留に失敗し，大量の帰宅者・車で大渋滞，避難行動の阻害になる

6. 安全な場所が見つからず，駅前ターミナルなど各所から人が流入，溢れて転倒事故など

7. 物流がストップ・備蓄もなく大都市中心部で発生するモノ不足(そして避難所へ殺到)

8. 安全な場所が見つからず，災害情報も得られず，津波・大規模火災の襲来

9. 安全確認をしないまま高層ビルなどに滞留，余震被害やTowering Inferno

貴重な地下空間を災害時どのように活用するか?
及びその基準・判断は?

4
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大規模地震時の地下街避難の困難性

5

�避難行動から見た地下街の特徴
• 災害情報伝達・共有の機能不全(①)

(滞留リスクや周囲の状況が分からない)
• 複合災害リスクの存在(②，③)

(地震後の損傷・火災・津波・水害が一度にくるかも)
• 被災経験や行動方針の欠如(②，③)

(地下街にいる人はどこに行けばよいのか？わからない)
• 様々な心理的要因(②，④)

(正常化の偏見，過剰な反応)
• 大量の滞留(避難)人口(⑤)

(場合によってはコントロール不可能)

�その結果…
• いつ，どこに，どのように逃げるかが分からない

• なかなか逃げなかったりパニック的現象の発生

• 結果として避難の判断(場所，タイミング，方法)を間違える
避難時間の遅れ，集団転倒などのリスクが生じる

今後の地下空間のありかた

6

�災害対策はもちろん重要である
• しかし使える資源には限りがある

• また災害対策のみではうまく続かないのも事実

�それではどうすればよいか?
• 「対応」ではなく「管理」を目指す

• うまくリスクを認知して適切に避難させるための方策
• 落ち着いて行動してもらうためのわかりやすい方針と災害情報

• 全体像を可視化し把握する(駅前ターミナル全体の最適化)
• 防犯カメラ映像などを利用できないか?

• 情報技術の活用

• サイネージによる平時の広告と緊急時の災害情報伝達
• 携帯端末による位置情報の把握とマーケティングとの連携

• 行政や法律の役割

• 法律の整備や補助などで，地下空間の自助努力を応援する
• 地下街の避難安全性能を「評価」できないだろうか?
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名古屋における研究事例

7

�地下街からの避難実験 (表示灯株式会社と共同で実施)
• 20人の外国人を含む被験者で避難実験
• 主な避難場所は「地上」もしくは「避難所」

• 目的は「避難歩行速度」と「階段での歩行速度」と「目的地を探すための

地図を見る時間」を調べる

• 地下街の避難速度は約1.5m/s, 階段歩行速度は約0.5m/s, 地図を見て
いる時間は約20秒であることがわかった

�地下街避難シミュレーション
(名古屋大学学生の卒論研究)

• 現状は10分程度で(地上への)避難完了
• 地理に不案内な来訪者が30%増えると避
難完了時間は12~13分に増加

• サイン表示の数で避難完了時間が大幅に

変化。たとえばサイン表示が全く見えない

場合は、避難完了時間が来訪者現状より

30%増の状況下では30分になる
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